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一一一Etsi je faisais la meme erreur que 
lorsque c'etait le soleil qui bri1ait， celle de 
vouloir un sens la ou i1 peut n'y en avoir 
aucun. 




































































































































































































































































( Ou maintenant? Quand maintenant? Qui maintenant? Sans me le 
demander. Dire je. Sans le penser. Appeler ca des questions， des hypoth色ses.





























うか。まあいい，ほかのことを語ろう。結局同じことなのだからJ( IF Molloy J)。
ついで，語る主体は，語ることによって，ますます自己自身からも，また語られ
る対象からも義離して行くということ。<<Ilme semblait que tout langage est 
un ecart de langage)) (IF Molloy J). 
そして，最後にもっとも重要な問題。そこでは， <<私》が《言葉》を語るのでは
なく，反対に， <<言葉》によって， <<私》が語られるということ。 <<Etje les 
laise dire， mes mots， qui ne sont pas a moi， moi ce mot， ce mot qu'ils disent 













































































































芸術家とは， <<the situation of him who is helpless， cannot act， in the event 
cannot paint， since he is obliged to paint)) を引き受け<(the act of 






(<0.一一一一一Whyis he obliged to paint? 
Beckett一一 1don't know. 
o.一一一 Whyis he helpless to paint? 
Beckett一 Becausethere is nothing to paint and nothing to paint with.>) 














































共通の焦りのうちにのみ込まれてしまうのだ (Themuch to express， the litle 
to express， the ability to express much， the ability to express litle， merge 
in the common anxiety to express as much as possible， or as truly as possible， 
















































ればらぬという obligationだけがあるような表現(Theexpression that there is 
nothing to express， nothing with which to express， nothing from which 
to express， no power to express， no desire to express， together with the 
obligation to express.) J。
Beckettはかつて彼の短篇を英語で全集として出版する際，それに 1NO'S 






おのれを ((no'sknife)>とすることにほかならないのだ。では， Beckettは，((no's 
knife ))という言葉で，具体的に何を言い表わそうとしていたのだろうか。それを




















































作用するのだ。 I狂気は作品に対する絶対的な破壊であるj ノ。 ここでわれわ
れは， ( L'ecriture est de la cochonnerie.))と書いたあの AntoninArtaud， 
Pierre de Boisdeffreが， I彼は《作品》を残したれひと前に差し出したりする
ことはなかった。彼はただひたすら《自分の精神を示す》ことだけを望んだのであ
るJ25)と述べている，あの Artaudを想い起そう。 Foucau1tは， この Artaudにつ
いて述べる。 IArtaudの狂気は，作品の間隙に忍び込むのではない。それはまさ
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